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これは書評および書評論文を執筆する際のテンプレートです。ここに上書きすることで，自動的に投稿規程に示されたページ設定になるよう設定されています。以下，書式の例となるように書評および書評論文について記述してありますのでご参照ください。

１．全体について

9行目から文章を開始する。書評の場合は2ページ，書評論文の場合は6ページ以内に収める。全体の書式は23字×35行×2段組とする。このひな形に上書きして作成可。読点は全角カンマ（，）を用いる。
２．書評についての確認
2.1 書評および書評論文とは

原則として，以下の条件が考えられる。

１）学会誌としての『音楽教育学』書評対象にすべき文献は，広い意味で音楽教育学に寄与するものとし，書評にはこの文献を取り上げる音楽教育学上の意義が明示されている。
２）文献の文脈に沿って全体像と価値，意義が客観

的に紹介されている。

３）文献を手にとっていない読者にもわかるように，書評で論じている箇所については原文の意図に沿って提示してある。
４）書評論文とする場合には，適切な理解が得られるよう一定の長さで論述がなされている。
５）書評論文とする場合には，評者自身が書評論文である，と意思表示をすると同時に，論文同様の扱い（専門家による確認・査読）をする。
６）研究論文では論文執筆者の視点を中心に論が展開されるのに対して，書評論文では対象書が音楽教育学的意義を有していることを前提とし，原則として著者の論に即して評者の論が展開される。
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